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研究成果の概要（和文）：診断支援用AI研究は、診断アルゴリズムの研究開発を中心に発展してきたため、患者
情報の効率的な入力や診断結果の効果的な出力、複数アルゴリズムの併用手法等を実現するユーザーインターフ
ェースを主題化した研究を欠いてきた。本研究はこの問題に取り組み、診断支援システムにおける入出力の高品
質化と診断性能の向上をもたらす統合的なユーザーインターフェースの探索的な検討を目指した。成果として、
効率的なユーザーインターフェースの実現に求められる医師の疾患知識量推計技術、疾患関係の2次元表現、医
療用自然言語処理技術におけるいくつかの貢献が実現した。

研究成果の概要（英文）：The Medical AI research has developed mainly focusing diagnostic algorithms.
 Accordingly, there has been a lack of research that addresses user interface issues that realize 
efficient input of patient information, effective output of diagnostic results, and methods that 
integrate multiple diagnostic algorithms. Our research project addressed the user interface of 
clinical decision support systems, and performed  an exploratory study of user interfaces that 
facilitate physicians input and produce inspiring outputs, together with an investigation of 
efficient integration of the input and the output toward improved diagnostic performance. Our 
achievements include an estimation method of physicians' disease knowledge volume, two-dimensional 
representations of relationships between dieases, and contributions in medical natural language 
processing, which enable efficient interaction between a compueter and a physician.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
診断支援用AI研究は、診断アルゴリズムの研究開発を中心に発展してきたことで、その入力や出力に求められる
基礎的な知見の蓄積を欠きがちであった。我々の研究成果により、医師それぞれの知識において欠けている箇所
を補うように機能する、医師と補完的な役割を担う医療用人工知能の研究開発が実現する。また、患者情報の入
力に際した非効率は、この分野において30年以上も指摘されている問題であり、自然言語処理による解決に向け
た貢献を果たすことができた。さらに、診断結果の出力と再計算においても、効率的な手法を提案することがで
きた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



 

１．研究開始当初の背景 

 

診断に困る患者に遭遇した際、臨床医は検索エンジンや論文データベースに患者の呈

する症状名を入力し、試行錯誤を経て疾患情報を収集する。この非効率な手法は、困

窮する医療現場の負担を増すばかりでなく診断精度にも悪影響を及ぼすため、診断支

援システムの発展が望まれる。そこで、診断支援システムの研究が進められてきたが、

これらの研究は主として診断アルゴリズムの研究開発を中心に発展してきた。 

しかしながら、診断支援システムの臨床における有用性には、高性能な診断アルゴリ

ズムだけでなく、ユーザーからの患者情報の入力から診断結果の提示に至るまで、さ

まざまな要素が関わる。効果的な診断支援を実現するには、その各構成要素について

の検討に加えて、高品質なユーザーインターフェースとして統合することが不可欠と

考えられる。 

それにも関わらず、診断支援における患者情報の効果的な入力手法についての研究は

進んでいなかった。また、診断エンジンに関する研究は数多く存在するものの、性能

向上に向け特性の異なる複数のアルゴリズムを効果的に組み合わせるような試みも存

在しなかった。診断結果の出力においても、十分な検討が重ねられているとは言いが

たい状況にあった。 

 

２．研究の目的 

 

そこで本研究は、従来の診断 AI 研究に欠如していた、診断支援システムにおけるユ

ーザーインターフェースについて、入出力の高品質化と診断性能の向上をもたらす統

合的なユーザーインターフェースの探索的な検討を行うことを目的として開始した。 

 

３．研究の方法 

 

本研究では、診断支援システムの入力と出力に関して、効率的な患者情報の入力手法、効果

的な診断結果の提示手法という要素技術それぞれについての検討を行った。研究にあたっては、

今までに構築した疾患知識ベースと診断支援システムを活用し、認知心理学者の協力の下、遂

行した。 

 

４．研究成果 

 

診断支援用 AI 研究は、診断アルゴリズムの研究開発を中心に発展してきたことで、その入力

や出力に求められる基礎的な知見の蓄積を欠きがちであった。本研究の成果として、効率的な



ユーザーインターフェースの実現に求められるいくつかの要素技術について、今後の発展に資

する知見が得られた。 

まず、診断支援システムは、その利用している医師が何を知っており、また、何を知らない

かを把握することによって、その医師が知らないことを効率的に提示することが可能となると

考えられる。今まで、そうした技術の基礎となる医師の「疾患知識量」を推計する技術がなか

ったが、今回、この疾患知識量の推計手法について研究成果を挙げることができた。今後、医

師それぞれの知識において欠けている箇所を補うように機能する、医師と補完的な役割を担う

医療用人工知能の実現が期待される。 

また、診断支援システムの利用における患者情報の入力に際した非効率は、この分野におい

て 30 年以上も指摘されている問題であった。この問題を解決していくうえで医療用自然言語処

理技術の発展が求められる。今回その一助として、電子カルテの解析に基づいた予備的な実験

結果を出すことができた。 

さらに、診断結果の表現においても、いくつかの成果を挙げた。今まで、「診断結果の階層的

表現」によって診断結果からの探索コストを大幅に下げることができていたが、「疾患関係の 2

次元表現」によって、より多くの疾患を効率的に提示することができる。さらに、診断結果に

対する探索操作を、検索結果の絞込みに利用する「関連性フィードバック」手法の応用により、

診断困難時における情報収集をさらに効率化しうる可能性を示した。 
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